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研究成果の概要（和文）：本研究は，これまで医療技術や医療制度をはじめとする社会状況の変化に対して，医
療施設が実践してきた様々な変化への対応を，学際的な見地から幅広く包括的に分析し，これからの医療施設の
計画モデル構築に向けた知見を得ることを目的とする．以下の成果が得られた．(1)医療施設の計画・設計の基
礎となる「成長と変化」について，これまでの研究・実践事例に関する情報収集を整理した．(2)既存の枠組み
を超えて創設された新たな医療機能や医療ニーズに対応した施設構成手法を把握した．(3)技術革新による医療
施設の各部門構成および建築計画への影響を把握した．

研究成果の概要（英文）：This research broadly and comprehensively analyzes from an interdisciplinary
 perspective the various responses that medical facilities have taken to date in response to changes
 in social conditions, including changes in medical technology and the medical system. The purpose 
of this study is to obtain knowledge for creating a planning model for medical facilities. The 
following results were obtained. (1) Regarding "growth and change," which is the basis for planning 
and designing medical facilities, we have organized the information collected on past research and 
practical examples. (2) Understand facility configuration methods that respond to new medical needs 
and functions created beyond existing frameworks. (3) Understand the impact of technological 
innovation on the composition of each department and architectural planning of medical facilities.

研究分野：建築計画
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の病院建築における「成長と変化」の概念の発展に関する研究や申請者らによる病院建築の成長と変化に応
じた計画手法に関する研究は行われているが，医療施設の各部門の「成長と変化」に関する詳細な検討はなされ
ておらず，本研究の建築計画分野での学術的な意義は大きい．
また，近年の省資源化・省エネルギー化の目標に向けた建築物の長寿命化を考える上でも，医療施設の「成長と
変化」に対応した施設計画を構築することは，社会的意義のある研究といえる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 医療施設は，日々進歩し続ける医療技術や医療制度を始めとする社会状況の変化への対応が求められてき

た．病院建築の「成長と変化」という概念は，1980 年代後半には，すでに病院の建築計画において重要な概

念であることが示されている 1)．  

一方，医療施設建築の成長と変化を主題とした既往研究は，その多くが個々の病院の成長と変化に関する報

告である．横断的な視点による研究には，菅野らによる 1970 年代前後に建設された公立病院を対象とした

リニューアルの特性に関する調査研究 2)があるが，病院建築の成長と変化に対応した計画手法の視点から俯

瞰的に捉えた 学術的な研究は，これまでになされていない． 

申請者は，病院建築の成長と変化に応じて採用された計画手法を整理すると共に，その手法がどのように

活用されたかを明らかにした 3)．この研究からは，実際に採用された計画手法の概要を把握することができ

たが，今後の更なる技術革新に対応した医療施設を計画するための検討の必要性を痛感し，本研究を構想す

るに至った． 
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２．研究の目的 

本研究は，これまで医療技術や医療制度をはじめとする社会状況の変化に対して，医療施設が実践してき

た様々な変化への対応を，学際的な見地から幅広く包括的に分析し，これからの医療施設の計画モデル構築

に向けた知見を得ることを目的とする．この目的に即して，以下の３つの課題を設定した． 

(1) 医療施設の計画・設計の基礎となる「成長と変化」について，これまでの研究・実践事例に関する情報収

集を整理する． 

(2) 既存の枠組みを超えて創設された新たな医療機能や医療ニーズに対応した施設構成手法を把握する． 

(3) 技術革新による，医療施設の各部門構成および建築計画への影響を把握する． 

 

３．研究の方法 

上記の３つの研究課題に即して以下の調査を行った． 

(1) ①日本建築学会の論文報告集および技術報告集を対象として，医療施設の計画に関する研究論文を抽出

し，研究の系譜をまとめた．②これまでに建設されてきた医療施設の設計事例を収集し，医療施設設計作

品リストを作成した．③医療施設の研究と実際の計画・設計に精力的に取り組んできた研究者を対象に

した聞き取り調査を行った． 

(2) 既存の枠組みを超えて創設された新たな医療機能や医療ニーズに対応した施設構成手法を把握するため

に以下の調査を行った．①緩和ケア病棟を対象とした全国アンケート調査を実施した．同調査結果を基

に訪問ヒアリング調査を行い施設整備・運営状況を詳細に把握した．②2012 年以降に，改築・新築等を

実施した救命救急センターを対象とした訪問ヒアリング調査を行い運営状況と空間構成の特徴を把握し

た．③チーム医療に対応した施設構成手法を把握するアンケート調査を行った．チーム医療に注力した

施設計画がなされている医療施設を対象とした訪問ヒアリング調査と施設利用実態調査を行った． 



(3) 技術革新による，医療施設の各部門構成および建築計画への影響を把握するため，搬送用ロボットを導

入している医療施設を対象とした訪問ヒアリング調査を行った． 

また，上記の調査結果を題材とした公開研究会を３回（2022 年 3 月，2023 年 11 月，2024 年 3 月）開催し，

設計者や医療者等を交えた学際的な検討を行った． 

 

４．研究成果 

(1) 医療施設の計画・設計の基礎となる「成長と変化」について，これまでの研究・実践事例に関する情報

収集を行った．まず，医療施設に関する計画研究を把握するため，日本建築学会の論文報告集および技

術報告集を対象として，医療施設の計画に関する研究論文を抽出し一覧を作成した．これらの論文を 12

のカテゴリーに分類すると共に，研究対象や調査方法，時代ごとの研究の傾向を示すキーワード年表を

作成し，研究の系譜をまとめた．次に，これまでに建設されてきた医療施設の設計事例を把握するため，

日本医療福祉建築協会による先行研究である「戦後病院建築計画史に関する研究」に掲載されている「病

院リスト」を基本資料とし，各部門・専門領域の特徴を考慮しつつ，2004 年以後に竣工した医療施設事

例や同リストに未掲載の専門病院等を加えて，医療施設設計作品リストを作成した．これらの調査結果

を題材として，これまでの医療施設の計画研究・設計と今後の展望について議論する公開研究会を 2022

年 3 月に実施した． 

(2) 医療施設の研究と実際の計画・設計に精力的に取り組んできた研究者８名を対象にした聞き取り調査を

行い，医療施設に関する計画研究(問題設定や研究手法)ならびに計画設計活動の内容等を詳細に把握し

た．これらの調査結果を題材として，これまでの医療施設の計画研究・設計と今後の展望について議論

する公開研究会を 2024 年 3 月に実施した． 

(3) 既存の枠組みを超えて創設された新たな医療機能に対応した施設構成手法を把握する調査を行った．緩

和ケア病棟については，全国の緩和ケア病棟を対象としたアンケート調査を実施した．申請者が 2000 年

に実施した同様のアンケート調査結果と比較し病棟計画・運営の変化を明らかにした．また，アンケー

ト調査回答施設の中から，先駆的な取り組みの見られた５施設を選定し，訪問ヒアリング調査を行い，

施設計画上の工夫や施設運営・利用状況を把握した． 

(4) 2012 年以降に竣工した救命救急センター６施設を対象とした訪問ヒアリング調査を行い運営状況と空

間構成の特徴を把握した．三次救急医療施設でありながらも，所在地の二次医療圏の病院群輪番制に参

加し，軽症者から重症者まで全ての重症度の患者を受け入れる「全次型」施設や，外傷治療に注力し「外

傷センター」として整備された施設等，新たな救命医療施設の施設構成手法を把握した． 

(5) 近年，医療の質や安全性の向上および高度化・複雑化に伴う業務の増大に対応するため，様々な分野の

医療スタッフが各々の高い専門性により業務を分担するとともに互いに連携・補完しあい，患者の状況

に的確に対応した医療を行う「チーム医療」が多くの医療現場で実践されている．こうしたチーム医療

に対応した施設構成手法を把握するためのアンケート調査を行った．医療施設の設計業務を行っている

8 社から，チーム医療推進を意図して計画した病院内スペースの計画内容と、当該スペースの図面や写

真を収集した（81 病院，計画内容 382 件）．同アンケート調査結果をもとに，管理部門内におけるチー

ム医療のためのスペース，ならびに病棟部門内に設置されたスタッフ共用スペースの利用状況を把握す

るための訪問ヒアリング調査を行った． 

(6) 多職種間の連携向上のための施設計画が行われている歯科大学病院の「スタッフ専用通路」「ミーティン

グスペース」「スタッフラウンジ」を対象とした施設利用実態調査（行動観察調査）を行った． 

(7) 技術革新による，医療施設の各部門構成および建築計画への影響を把握するため，搬送用ロボットを導

入している医療施設を対象とした訪問ヒアリング調査を行った．さらに，自律型搬送ロボットの開発者，

同ロボットの導入を前提とした医療施設の設計を行った設計者，同ロボットの導入による看護業務の改

善を行った医療施設の看護管理者からの報告をもとに今後の医療施設計画について議論する公開研究



会を 2023 年 11 月に実施した． 
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